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ちばりよ～ !
中日ドラゴンズ!

２月１日から24日までの間、Agreスタジアム北谷において、中日ドラゴンズ春季キャンプが行われました。
北谷町で行われる春季キャンプは今回で31回目。今年は球団創設90周年という節目の年でもあります。

井上監督指揮のもと、選手たちはシーズン開幕に向けて熱のこもった練習に取り組みました。
2026年の中日ドラゴンズの新スローガンである『ドラあげ⤴⤴』の精神を胸に、チーム全体の力を「あげ」、
順位と成績を「あげ」、そしてファンの皆さまの応援の熱量をさらに「あげ」ていく。その決意を胸に、一
丸となって突き進む姿勢が、記念すべき90周年の大きな飛躍と勝利につながることを期待しています。
勝利に向かって、ちばりよ―！ドラゴンズ!!

髙橋投手髙橋投手 金丸投手金丸投手 樋口選手樋口選手

岡林選手岡林選手 上林選手上林選手 鵜飼選手鵜飼選手

高橋選手高橋選手

©中日ドラゴンズ©中日ドラゴンズ

井上監督井上監督
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2/8 軽食振る舞い・野球教室

　Agreスタジアム北谷正面にて、軽食
振る舞いを実施し、県内外のファンへ沖
縄料理のイナムドゥチを振る舞いました。

北玉小学校と北玉幼稚園にちーたんとドアラが訪問し、朝のあいさつ運動のお手伝いをしました。

21日～23日は、オープン戦を実施しました。試合前には本町の中学生による記念品贈呈があり、小学生野球チームによる
始球式を行いました。
試合は３日間を通して1勝1敗1分け。今シーズンに向けて、スタートを切りました。

　第24回野球教室を実施しました。本町の小学生野球チームがドラゴ
ンズの選手から直接指導してもらえる貴重な機会になりました。

2/9 ちーたん・ドアラ朝のあいさつ運動

2/21〜23 プロ野球オープン戦

中日ドラゴンズのプロ野球公式戦は
３月27日（金）から始まるタン!

優勝目指して、ちばりよー ! ドラゴンズ !
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令
和
８
年
度

施
政
方
針

令
和
８
年
第
５
６
０
回
北
谷
町
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
予
算
案
を
は
じ
め
、

諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
私
の
町
政
運
営

に
対
す
る
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
町
民

の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
昭
和
55
年
の
町
制
施
行
か
ら
45
周

年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
記
念
式
典

の
開
催
や
町
民
表
彰
、
そ
の
他
様
々
な
事
業

を
通
し
て
本
町
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
平

和
と
繁
栄
の
歩
み
を
町
民
の
皆
様
と
分
か
ち

合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後
80

年
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
北
谷
町
が
今
日

ま
で
発
展
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
戦
争
の

悲
惨
さ
を
語
り
継
ぎ
、
命
の
尊
さ
と
平
和
の

大
切
さ
を
守
り
抜
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
努

力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
45
周
年
を
一
つ

の
通
過
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
50
周

年
を
さ
ら
に
誇
り
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
る
よ

う
本
町
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向

き
あ
い
な
が
ら
、
次
の
時
代
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
政
運
営
を
担
う
も
の

と
し
て
、
そ
の
責
務
の
重
さ
を
肝
に
銘
じ
50

周
年
の
先
に
広
が
る
本
町
の
未
来
を
見
据
え

な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
施
策
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
北
谷
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
よ
り
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
12
月
12
日
か

ら
第
13
代
北
谷
町
長
と
し
て
、
２
期
目
の
町

政
運
営
を
引
続
き
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
に
は
、

北
谷
町
ら
し
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
と「
戦
後
１
０
０
年
を
見
据
え
、平
和

で
誇
り
の
持
て
る
「
ち
ゃ
た
ん
」
を
未
来
へ
」

の
実
現
に
む
け
、
一
層
の
御
協
力
と
御
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
は
様
々
な
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
建
て

替
え
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
北
谷
中
学
校
が

完
成
し
、
今
年
度
よ
り
新
し
い
学
び
舎
で
の

学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
７

月
に
は
平
成
22
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
伊
礼
原
遺
跡
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

隣
接
す
る
博
物
館
と
と
も
に
本
町
の
文
化
発

信
拠
点
と
し
て
多
く
の
町
民
に
歴
史
、
文
化
、

自
然
環
境
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
２
月
に

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
プ
ロ
野
球
球

団
・
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致

か
ら
30
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
、
本
拠
地
で
あ
る
バ
ン
テ
リ

ン
ド
ー
ム 

ナ
ゴ
ヤ
に
て
「
北
谷
デ
ー
」
を

開
催
し
多
く
の
方
に
北
谷
町
の
魅
力
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
超
高
齢
社
会

の
進
展
に
伴
う
火
葬
需
要
へ
の
対
応
と
し
て
、

広
域
火
葬
場
整
備
事
業
へ
の
参
画
に
よ
り
、

広
域
火
葬
場
の
整
備
に
向
け
前
進
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

本
年
は
２
期
目
と
な
り
５
年
目
の
町
政
運

営
と
な
り
ま
す
。

平
和
で
あ
る
こ
と
が
す
べ
て
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
の
原
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
和
継

承
の
更
な
る
推
進
に
よ
り
町
民
が
平
和
を
愛

し
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
始
ま
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
、
通
称

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
町
と
し
て

の
無
償
化
の
実
現
、
給
食
費
、
こ
ど
も
医
療

費
の
無
償
化
の
継
続
、
こ
れ
ら
の
無
償
化
を

継
続
す
る
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

に
よ
る
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教

育
と
保
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
北
谷
公
園
に
お
け
る
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
構
想
に
つ
い
て
は
町
民
や
関
係
団
体
の
意

見
を
丁
寧
に
集
約
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
条
例
の

可
決
を
い
た
だ
き
導
入
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
町
の
魅
力

創
出
の
た
め
の
柱
と
し
て
導
入
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
初
心
を
忘

れ
ず
、
戦
後
復
興
な
ど
の
先
達
た
ち
の
苦
難

と
奮
闘
の
上
に
築
か
れ
た
、
現
在
の
平
和
で

豊
か
な
北
谷
町
を
未
来
に
向
け
て
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
全
国
で
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
地
域
社
会
の
持
続
性
に
関
わ
る
大
き
な
課

題
と
し
て
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
に

お
き
ま
し
て
も
、
少
子
化
の
進
行
や
高
齢
者

人
口
の
増
加
に
伴
い
、
人
口
構
成
や
世
代
間

の
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
将
来

の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
看
過
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
も
長
期
化
し

て
お
り
、
町
民
生
活
や
事
業
者
の
経
営
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
公
共

施
設
の
光
熱
水
費
や
工
事
費
等
の
増
加
を
通

じ
て
、
本
町
の
財
政
運
営
に
も
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
の
経
済
情
勢
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

沖
縄
総
合
事
務
局
が
発
表
し
た
「
管
内
経
済

情
勢
報
告
（
令
和
８
年
１
月
）」
に
よ
る
と
、

個
人
消
費
は
緩
や
か
に
拡
大
し
、
観
光
に
つ

い
て
は
拡
大
、
雇
用
情
勢
は
緩
や
か
に
持
ち

返
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、「
回
復
し
て
い

る
」
と
し
て
お
り
、
先
行
き
に
つ
き
ま
し
て

１	

は
じ
め
に

２	

本
町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
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は
、
雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善
す
る
下
で
、

各
種
政
策
の
効
果
も
あ
り
、
引
き
続
き
回
復

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
物
価

上
昇
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

沖
縄
県
で
は
２
０
２
５
年
上
半
期
の
入
域

観
光
客
数
が
過
去
最
高
を
記
録
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
町
の
魅
力
、
観

光
競
争
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、
宿

泊
税
の
導
入
に
よ
り
、
観
光
資
源
の
創
出
・

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
お
け
る
沖
縄
振
興
予
算

は
、
２
，６
４
７
億
円
と
10
年
ぶ
り
に
増
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
令
和
４
年
度
よ
り
３
，

０
０
０
億
円
台
を
割
り
込
ん
で
い
る
状
態

で
す
。

以
上
で
述
べ
ま
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、国
・

県
お
よ
び
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
し
っ
か
り

と
見
定
め
な
が
ら
、
絶
え
ず
変
化
す
る
社
会

現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
人
件
費
の
大
幅
な
増
加
、
物
価

上
昇
に
よ
る
物
件
費
の
増
加
及
び
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
な
ど
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
を
行
う
と

と
も
に
、
納
税
者
の
期
限
内
納
付
の
推
進
を

図
り
、
徴
収
率
の
更
な
る
向
上
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
復
帰
を
契
機
と
し
て
、
昭
和

50
年
代
に
整
備
し
た
公
共
施
設
等
の
更
新
時

期
を
集
中
し
て
迎
え
る
状
況
に
あ
り
、
更
新

費
用
及
び
維
持
管
理
費
並
び
に
維
持
補
修
費

の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
本
町
が
保
有
す

る
全
て
の
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ

い
て
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
、「
北
谷
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
財

政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
と
施
設
総
量
の
適

正
化
等
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
施
設
整
備
や
更
新
を
行
う
際
に
は
、

従
来
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
柔
軟
な
発

想
を
持
ち
、
財
政
圧
縮
効
果
と
民
間
事
業
者

の
持
つ
創
造
性
を
活
か
す
た
め
、
民
間
活
力

の
導
入
可
能
性
を
積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
商
工
業
研
修
等

施
設
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

「
北
谷
町
上
勢
頭
地
区
公
共
施
設
複
合
化
基

本
計
画
」
を
踏
ま
え
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
な
ど
の
周
辺
施
設
も
含
め
た
町
有
地
全

体
の
効
率
的
・
効
果
的
な
活
用
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
主
要
観
光
地
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
隣
接
す
る
北
谷
公
園
に
つ

い
て
、
各
運
動
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修

又
は
再
整
備
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
民
間
活

力
の
導
入
可
能
性
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
を
運
営
し
て

い
る
公
営
企
業
会
計
部
門
に
つ
き
ま
し
て
は
、

策
定
し
た
経
営
戦
略
の
検
証・見
直
し
を
通
し

て
、
中
・
長
期
に
わ
た
る
経
営
状
況
の
把
握
・

分
析
を
行
う
と
と
も
に
健
全
で
持
続
的
な
事

業
運
営
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
経
営
状
況
の

安
定
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
き

ま
す
が
、
各
施
策
の
必
要
性
、
効
果
、
優
先

度
を
見
極
め
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的
な
予
算

配
分
を
行
い
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
8
年
３
月
３
日

北
谷
町
長　

渡
久
地
　
政
志

情
勢
に
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、本
町
の
将
来
を
見
据
え
、限
ら
れ
た

財
源
を
効
果
と
必
要
性
の
高
い
施
策
に
重
点

的
に
投
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
町
民

が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
北
谷
町
の

実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
と
な

る
町
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
情
報
公
開
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
町
政
に
関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易

に
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ち
ゃ
た
ん
コ

ネ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
等
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
共

有
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、
町
政

に
対
す
る
意
見
等
を
広
く
収
集
し
、
寄
せ
ら

れ
た
意
見
の
検
証
結
果
等
の
公
開
と
広
聴
活

動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
国
の
動
き
を
踏

ま
え
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
、
全
庁
横
断
的
に
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
窓
口

に
行
く
必
要
が
な
く
、
自
宅
等
か
ら
行
政
手

続
き
を
完
結
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
強
力

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
書
か
な
い
、
待

た
な
い
、
迷
わ
な
い
窓
口
」
の
実
現
を
目
指

す
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
と
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
と
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
改

革
を
一
体
的
に
推
進
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の

適
正
配
置
や
窓
口
業
務
受
付
時
間
短
縮
の
検

討
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
行
政
運
営
の
実

３	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

	

行
財
政
運
営

施
政
方
針
全
文
は
北
谷
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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第32回 北谷町生涯学習まつり

知ってました？博物館には「癒やし」の力があるんです。

北谷町立博物館での貸出冊数が増えます

〜九産大との共同実験レポート〜

２月７、８日の二日間、ちゃたん二ライセンター
にて、第32回北谷町生涯学習まつりが開催され、約3，
700人が来場しました。

公民館や生涯学習プラザサークル、放課後子ども教
室など各団体の舞台発表が行われ、日頃の練習の成果
を披露しました。

また、地区公民館による作品や移動水族館などの展
示をはじめ、ものづくりやニュースポーツなどの体験
コーナー、変面ショーやお茶会など、子どもから大人
まで、家族みんなで楽しめるまつりとなりました。

最近、森林浴ならぬ「博物館浴」が注目されています。
北谷町立博物館ではこの度、福祉課及び九州産業大学と協
力し、その健康効果を調べる実証実験を実施しました。

実験に参加した20名の町内高齢者の皆さんは、学芸員
の解説とともに館内をゆっくりと見学しました。その結果、
多くの参加者にリラクゼーション効果がみられることが科
学的に証明されました。
「北谷にこんな土器があったなんて！」との声もあり、

博物館が単なる学びの場だけでなく、町民の皆さんの「健
康増進、介護予防の場」としても大きな可能性を秘めてい
ることがわかりました。

博物館では図書スペース「ちゃたんウナー」を
設け、図書の貸出しも行っております。

来館者の皆さんからの声にお応えし、4月１日
から貸出冊数を増やしました。

■利用カードについて
　利用カードは町立図書館と共通になります。新規カード
の発行や新年度の更新は図書館で行います。町立図書館カ
ウンターにて手続きをお願いします。

■返却について
　町立図書館で借りた図書も、博物館で
返却することができます。

３
冊
に

な
り
ま
す
！

貸出冊数の変更
■これまで：１人２冊まで

          
➡

■これから：１人３冊まで

お問い合わせ　社会教育課 社会教育係　☎936-1234（内線5310）

お問い合わせ　町立博物館 ☎923-0300　 福祉課 高齢者福祉係 ☎936-1234（内線2133）

お問い合わせ　町立博物館　☎923-0300

ちゃたんウナーちゃたんウナー



お問い合わせ　公文書館　☎982-7739

7 広報ちゃたん　2026年４月号

北谷町文化協会は、広く町民の文化の創造と振興につとめ、文化の普
及と発展をめざすことを目的として1986年（昭和61年）２月に結成さ
れました。書道部、盆栽部、華道部、写真部、美術部、古典芸能部の６
部会で始まった同会は、2023年度（令和５年度）現在では17部会、会
員数約400名となっています。
結成当初は旧中央公民館を利用して各部会がそれぞれ散発的に発表会

を持っていましたが、５周年記念に初めて部会が一堂にそろい第１回北
谷町総合文化祭が開催されました。しかし、会員数が増えるにつれ展示
場の確保が難しくなり、第４回までは周年事業として町内の小学校の
体育館や、町の屋内運動場（ドーム）
を借りて開催していました。2004年
にちゃたんニライセンターが開館する
と、会場の問題が解決し、以降は毎年
開催となっています。

公文書館では北谷に関する資料を収集しています。資料の種類や新旧に関わらず、
ご寄贈や情報提供などのご協力をお願いします。

北谷町公文書館報 「北谷町文化協会」

［掲載資料］ 写真： A7002207244 第１回北谷町総合文化祭（1991年）
写真を公文書館
検索システムで探す

公文書館
ホームページ

134

日本赤十字社沖縄県支部より赤十字災害救護連絡車
が配備され、２月17日に引渡式が行われました。

災害時の救援物資の輸送や救護活動等をはじめ、活
動資金の募集など赤十字活動の推進を強化するととも
に、地域住民の健康や安全を守る諸活動に活用してま
いります。

北谷町町制施行45周年を記念して、２月19日、町花の「フイリソシンカ」を役場正面玄関前に植
樹しました。北谷町がこれからも活気あふれる魅力的な町であり続けるよう、参加者は願いを込めて
丁寧に土をかけました。

45年という歴史の節目に植えられたフイリソシンカが、これからも町を鮮やかに彩ってくれるこ
とでしょう。

未来へ花咲け 45周年記念植樹未来へ花咲け 45周年記念植樹

赤十字災害救護連絡車引渡式赤十字災害救護連絡車引渡式

お問い合わせ　町長室 秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

お問い合わせ　福祉課 地域福祉係（日本赤十字社沖縄県支部北谷町分区）　☎936-1234（内線2111）
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地方自治功労 旭日単光章 島
しま

袋
ぶくろ

 艶
つや

子
こ

 様

令和７年 秋の地方自治功労による
叙勲（旭日単光章）を受章

平成16年７月から栄口区自治会長を務めている島袋艶子
さんが、令和７年秋の叙勲において、地方自治功労により
旭日単光章を受章されました。11月28日に東京都内で開
催された伝達式に出席し、その後、町長へ受章の報告が行
われました。

今回の受章は、自治会長として通算20年以上在職し、地
域活動を通じて良好な地域社会の維持や形成に顕著な功績
があったことが認められたものです。

島袋さんは「これまで地域の方々に支えられ、ここまで
やって来れたと思います。これからも地域のためにできる
限りのことを尽していきたいと思います。」と喜びを語り
ました。

お問い合わせ　基地・安全対策課 住民安全係　☎936-1234（内線1412）

受章おめでとうございます

お問い合わせ　基地・安全対策課 住民安全係　☎936-1234（内線1412）

警察・関係機関と連携した
安全対策を実施しました

お問い合わせ　基地・安全対策課 住民安全係　☎936-1234（内線1413）

北谷町津波避難ビル協定締結式

２月13日、町民の皆さまの安全・安心な生活環境を守
るため、北谷球場前広場において、沖縄警察署、沖縄県警
察本部、沖縄総合事務局陸運事務所と連携した安全対策を
実施しました。

本取組は、深夜の騒音や危険走行など、住民生活に多大
な影響を及ぼしている不正改造二輪車（違法マフラー装着
車等）を重点的に排除するため
の街頭検査で、各機関と情報を
共有しながら、取締りを行いま
した。

今後も関係機関と連携し、地
域の安全確保に取り組んでまい
ります。

１月14日、北谷町津波避難ビル協定締結式が行われました。
今回の協定により、美浜区の「Condominium Hotel Comfort 

plus」と宮城区の「ユナイテッドリゾート北谷オーシャンフロント」
の２施設が、新たに北谷町津波一時避難ビルに指定されました。

町では、大津波警報等の発表時に人的被害を回避するため、緊急
一時退避場所となる「津波避難ビル」の指定を進めています。

今後も自治会や地域住民、関係機関と連携し、「減災」に向けた
取り組みを着実に推進することで、町民の皆様や本町を訪れるすべ
ての方々が安心して過ごせるまちづくりに取り組んでまいります。

詳しくは▶
　こちら　



指定期間　令和８年４月１日～令和10年３月31日
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　　　　　　お問い合わせ　保健衛生課 環境衛生係（北谷町保健相談センター）　☎982-7033

　　　　　　お問い合わせ　保健衛生課 環境衛生係（北谷町保健相談センター）　☎982-7033

北谷町「指定ごみ袋」及び
「粗大ごみ処理券」の指定店について

	 リネットジャパンコールセンター　0570-085-800お問い合わせ	 保健衛生課 環境衛生係（北谷町保健相談センター）　☎982-7033

北谷町では、「小型家電リサイクル法」の認定業者である「リネットジャパンリサイクル（株）」と協定を
締結し、家庭で不用になったパソコンを「ご自宅から宅配便による無料回収（最短翌日・希望日時）」してい
ます。利用方法は次のとおりです。

⃝パソコンと一緒にプリンタなどの周辺機器、他の小型家電も一緒に回収可能です。
⃝パソコンを含む１箱分（３辺の合計が140cm以内、重さ20kg以内）の回収料金が無料です。
⃝データはご自身で消去していただきますが、データ消去ソフトを無償で提供しています。

家庭で不用になったパソコンを宅配便で無料回収します

▲詳しくはこちら

北谷町では、紙おむつを使用する乳幼児の保護者や本町から紙おむつ等の給付を受けている方に対し、経
済的負担の軽減を図るため、北谷町指定ごみ袋（小サイズ）を給付しています。
対象者の方は、下記の窓口にて申請してください。
ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

北谷町の「指定ごみ袋」・「粗大ごみ処理券」を小売業者へ販売する指定
店は次の２社です。購入を希望する小売業者は、当該指定店へ直接申込み
してください。

北谷町指定ごみ袋を給付しています!!

対　象　者 給付枚数 申請時の持ち物 申請及び給付窓口

⃝２歳未満の乳幼児 ⃝１か月当たり10枚とし、
該当する月数分を一括で給
付します。

⃝給付枚数は、年間120枚を
上限とします。

⃝母子健康手帳又は
医療保険の資格確認書等

保健衛生課
環境衛生係

（保健相談センター内）

⃝本町から紙おむつ又は尿取り
パットの給付を受けている方

⃝北谷町介護用品給付
　決定通知

⃝本町からストーマ装具又は紙
おむつの給付を受けている方

⃝北谷町日常生活用具
　給付決定通知

※窓口にお越しの際は、指定ごみ袋を入れるマイバックをお持ちください。

北谷町

粗大ゴミ券

指 定 店 名 住　　　所 電話番号
株式会社 ももやま 沖縄市南桃原２丁目16番２号 098-933-5311
株式会社 ジーマックス 浦添市西洲２丁目３番地２ 098-875-3777



ニライの都市 北谷町
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謝
苅
区

区民みんなで健康祈願!

１月17日、謝苅区公民館で「新春もちつき会」が開催され、
約100人が晴れ渡った空の下、餅つきを楽しみました。

たくさんの人に食べてもらいたいと準備された15㎏の「もち
米」は、家族連れや外国人など、大勢の協力であっという間に「お
餅」になり、みたらしあんや醤油、海苔などと一緒に振る舞われ、
多くの区民がつきたてのお餅に舌鼓を打ちました。
（謝苅区広報通信員　長浜真継）

上
勢
区

生涯学習まつりの舞台で
日頃の成果を見事に披露!

1月16日から３月27日まで、上勢区公民館にてズンバ講座が
開催されました。

約25人の受講生とサークルメンバーが毎週金曜日午後７時30
分から１時間、音楽に合わせて楽しみながら体づくりに励んでい
ます。

講座スタートからまだ一月足らずでしたが、「生涯学習まつり」
の舞台発表ではサークルメンバーを中心に15名が見事な演技を
披露してくれました。

講座終了後も活動は続きます。興味のある方は祝祭日を除く金
曜日の19時30分に公民館を覗いてみてください!
（上勢区広報通信員��  與那覇政彦）

栄
口
区

島袋艶子 旭日単光章受章祝賀会

島袋艶子区長の旭日単光章受章を記念し、２月15日に祝賀会
を開催いたしました。

公民館の桜も満開となり、受章を祝福しているかのようでした。
会場には100名を超える皆さまにご参加いただき、公民館に入り
きらないほどの盛況となりました。

ご出席いただいた皆さま、ご協力を賜りました各企業・関係者
の皆さまに心より御礼申し上げます。
（栄口区広報通信員　高江洲義朝）

美
浜
区

今年もチャレンジ!
「歩いて歩いて100万歩★」

美浜区では毎年恒例の「歩いて歩いて100万歩★」達成を目指
して、１月10日、84名の区民の方がチャレンジしました。

全員の合計で100万歩を目指しましたが、今年の記録は609,864
歩と目標には届きませんでした。記録としては残念でしたが、年
の始めに老若男女の美浜んちゅが一同に会し、笑顔でウォーキン
グすることで、2026年もすべてうまくいく年になりそうです♪
「100万歩達成したらチャレンジが終わってしまうので、ゆっ

くりゆっくり100万歩達成に向けて、これからもみんなで楽しも
う!」というZさんの言葉に共感です♪

美浜区はこれからも歩いて歩いて健康を目指します!
（美浜区広報通信員　瑞慶覧麻美）
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北
玉
区

新年会

１月17日、北玉区公民館にて「北玉区新年会」が開催されました。
メルカードー恵琉舞研究所による日傘踊りで幕を開け、安座間

好徳さんのギター演奏や久保田諒さんの歌を聴いて、とても楽し
い時間を過ごしました。

美味しい食事を囲み、久しぶりに会う方々との会話も弾み、笑
顔あふれる新年会となりました。

今年も皆さんが元気に１年を過ごせますように!
（北玉区広報通信員　大浜麻由美継）

宮城区では、北谷町高齢者保健福祉計画に基づき、毎週水曜日
に麻雀教室を開催しています。

麻雀牌も読めなかった初心者から上級者まで参加し、上級者か
らアドバイスを受けながら、和気あいあいと時間を忘れて頭をフ
ル回転させて楽しんでいます。

２月25日には大会が開かれ、普段とは違った緊張感の漂う中、
真剣勝負が繰り広げられました。その後、新年会を兼ねた表彰式を
行い、全員が参加賞をもらい、親睦を深めました。他行政区との対
戦を希望しています。手を挙げて下さる行政区はいませんか？
（宮城区広報通信員　喜舎場加代子）

宮
城
区 脳トレ麻雀教室

美
浜
区

福は内～鬼は外～♪
おいしい美浜の恵方巻★

宇
地
原
区

宇
地
原
区

新春カラオケ大会＆新春カラオケ大会＆
新一年生を祝う会　　新一年生を祝う会　　

１月17日、宇地原区公民館にて「新春カラオケ大会・新一年
生を祝う会」を開催しました。

今年の幕開けは、参加者全員による「高原列車は行く」を合唱
です。例年の「見る」形とは一味違う、一体感のある趣深い始ま
りとなりました。

続く新一年生の紹介では、３名の子どもたちが参加してくれま
した。４月からの小学校生活に胸を膨らませる、大変可愛らしい
姿が印象的でした。

また、令和７年度桑江中学校合唱コンクール独唱部門で学校代
表に選出された上間さんによる「アメイジング・グレイス」や、
伊佐元輝さんによる民謡メドレーも披露され、会場は大いに賑わ
いました。

２月３日は「節分の日」です。美浜区では友愛事業のひとつで、
いずみの会のボランティアの皆さんによる「美浜区お手製！福を
巻き込む恵方巻」を作りました。

調理中は、皆さんマスク越しでも分かるほどの笑顔で、心を込
めてリズムよく巻きました♪そんな真心いっぱいの恵方巻きは、
鬼さんと今年の干支である馬さんに扮した３名が、高齢者宅へ無
病息災を願ってお届けしました。

今年も恵方巻を食べて、健康で笑顔あふれる美浜区です★
（美浜区広報通信員　瑞慶覧麻美）
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4329 30 31 1 2先負・み 仏滅・うま 大安・ひつじ 赤口・さる

先勝・とり 友引・いぬ 先負・い 仏滅・ね 大安・うし 赤口・とら 先勝・う

友引・たつ 先負・み 仏滅・うま 大安・ひつじ 赤口・さる 先負・とり 仏滅・いぬ

大安・い 赤口・ね 先勝・うし 友引・とら 先負・う 仏滅・たつ 大安・み

赤口・うま 先勝・ひつじ 友引・さる 先負・とり 仏滅・いぬ

旧2月14日 旧2月15日 旧2月16日 旧2月17日

旧2月18日 旧2月19日 旧2月20日 旧2月21日 旧2月22日 旧2月23日 旧2月24日

旧2月25日 旧2月26日 旧2月27日 旧2月28日 旧2月29日 旧3月1日 旧3月2日

旧3月3日 旧3月4日 旧3月5日 旧3月6日 旧3月7日 旧3月8日 旧3月9日

旧3月10日 旧3月11日 旧3月12日 旧3月13日 旧3月14日

北谷町WEB防災マップ
みておくと安心たん!

北谷町青少年支援センター
【場所】ちゃたんニライセンター２階
〇なんでも教育相談：月～金 9時～ 17時
［いじめ、不登校、ひきこもり、教育問題全般］
※カウンセリングも行っています（要受付）

☎936-3424

防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル
右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政
無線で放送された情報やお知らせ等を新しい
放送から順に内容を確認することができます。

0120-306-251
0120-306-252

0120-306-253
0120-306-254

金 Friday 土 Saturday木 Thursday

0120-306-251
0120-306-252

0120-306-253
0120-306-254

■健康相談

■健康相談 ■海開き

■健康相談 ■人権・行政・町民無料
　法律相談

■３歳児健診
■健康相談

■１歳６か月児健診 ■乳児一般健診

昭和の日

May 皐月
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１水 10：00	老連レクサークル 14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

２木
10：00	 書道教室
10：00	 フラサークル
13：00	 カラオケサークル

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ

（福祉課）

３金 09：30	 健康体操教室 14：00	 琉球舞踊教室
14：00	 社交ダンスサークル

４土 09：00	 八重山民謡サークル

５日 休館日

６月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

７火 09：30	 健康体操教室 13：00	 カラオケサークル
14：00	 古典音楽教室

８水 10：00	老連レクサークル 14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

９木
10：00	書道教室
10：00	フラサークル
13：00	カラオケサークル

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ

（福祉課）

１０金 09：30	 健康体操教室 13：30	 唄のさんぽ道
14：00	 琉球舞踊教室

１１土 09：00	 八重山民謡サークル

１２日 休館日

１３月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

１４火 09：30	 健康体操教室
10：00	 大正琴教室

13：00	 カラオケサークル
14：00	 古典音楽教室

１５水 10：00	老連レクサークル 14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

１６木
10：00	書道教室
10：00	フラサークル
13：00	カラオケ（フラ）

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ
	 （福祉課）

１７金 09：30	 健康体操教室 14：00	 琉球舞踊教室
14：00	 社交ダンスサークル

１８土 09：00	 八重山民謡サークル

１９日 休館日

２０月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

２１火 09：30	 健康体操教室 13：00	 カラオケサークル
14：00	 古典音楽教室

２２水 10：00	老連レクサークル 14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

２３木
10：00	書道教室
10：00	フラサークル
13：00	カラオケ（フラ）

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ
	 （福祉課）

２４金 09：30	 健康体操教室 13：30	 唄のさんぽ道
14：00	 琉球舞踊教室

２５土 09：00	 八重山民謡サークル

２６日 休館日

２７月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

２８火 09：30	 健康体操教室
10：00	 大正琴教室

13：00	 カラオケサークル
14：00	 古典音楽教室

２9水 昭和の日

30木
10：00	フラサークル
13：00	カラオケ（フラ）

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ
	 （福祉課）

あ
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あ
り
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り
ん
  
令
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年
４
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令
和
８
年
４
月

  
日
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北谷町WEB防災マップ
みておくと安心たん!

北谷町青少年支援センター
【場所】ちゃたんニライセンター２階
〇なんでも教育相談：月～金 9時～ 17時
［いじめ、不登校、ひきこもり、教育問題全般］
※カウンセリングも行っています（要受付）

☎936-3424

防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル
右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政
無線で放送された情報やお知らせ等を新しい
放送から順に内容を確認することができます。

0120-306-251
0120-306-252

0120-306-253
0120-306-254

金 Friday 土 Saturday木 Thursday

0120-306-251
0120-306-252

0120-306-253
0120-306-254

■健康相談

■健康相談 ■海開き

■健康相談 ■人権・行政・町民無料
　法律相談

■３歳児健診
■健康相談

■１歳６か月児健診 ■乳児一般健診

昭和の日

May 皐月
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北谷町WEB防災マップ
みておくと安心たん!

町民カレンダー2026（令和８）年

4
APRIL 卯月

就職・生活支援相談就職・生活支援相談
平　日

10時～12時、13時～16時
▼福祉課 地域福祉係  
お問い合わせ ☎982-7719

お問い合わせ ☎923-0881

▼沖縄県就職・生活支援
　パーソナルサポートセンター 

健 康 相 談健 康 相 談
毎週 水曜日
9時～11時30分

【場所】保健相談センター
お問い合わせ ☎936-4336

お問い合わせ ☎936-1234
（内線1112）

人権・行政・町民
無料法律相談

【場所】北谷町役場１階
　　   レセプションホール

▼町長室 秘書広報係

毎月 第３木曜日

10時～12時、13時～15時
（最終受付14時）

※事前予約は受け付けておりませんので、当
日会場にお越しください。
※当日9時30分から整理券を配布します。
※当相談の対象者は北谷町内在住・勤務者に
限ります。

☎921-7171（宮城）児童館わくわく☎936-0708ハッピー（北玉）児童館☎936-4000わんぱく（上勢桑江）児童館

北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から
派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

北谷町航空機騒音等
苦情フリーダイヤル 0120-773-537

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から
派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

【
４
月
の
行
事
】

・13日（月）～15日（水） こいのぼり制作
【
４
月
の
行
事
】

・ハッピーワークショップ（こいのぼり製作）
・こども食堂はっぴー
・こいのぼり掲揚式

※詳細については児童館だよりやホームページ、
　館内掲示にてお知らせします。

※詳細は決まり次第、児童館だより、ホームページ、
　館内にてお知らせします。

※詳細は、児童館だより、ホームページ、
　館内張り紙にてご確認ください。

【
４
月
の
行
事
】

・新年度オリエンテーション
・巨大こいのぼり作り

今月は16日

■健康相談

■健康相談

■健康相談

■健康相談
■３歳児健診

■人権・行政・町民無料
　法律相談

■３歳児健診
■健康相談

■ことばと育ちの相談
（場所：育ちの支援センター
「いっぽ」）※要予約

昭和の日

May 皐月

13 広報ちゃたん　2026年４月号
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お問い合わせ　住民課 住民係　☎923-1585

休日や夜間でもマイナンバーカードの手続ができます! （予約制）

【５月】
＜休日窓口＞ ＜夜間窓口＞

５月16日（土）９時～12時40分 ５月13日（水）17時30分～19時

５月31日（日）９時～12時40分

【４月】
※４月の実施はありません。ご了承ください。

	 住民課 国民年金担当　☎936-1234（内線2215・2216）お問い合わせ	 コザ年金事務所　　　 ☎933-2267

 マイナンバーカードの訪問申請サポートを行っています !
マイナンバーカードを取得したいけれど、様々な理由で来庁による申請が難しい方を対象に、職員がご自宅などへ訪問して
マイナンバーカードの申請手続きをお手伝いする訪問申請サポートを行っています。
役場へ来庁することなく、ご自宅などで申請から受け取りまで完結します!

⃝訪問申請の流れ
①お電話または下記ＱＲコードから事前予約を行っていた
だきます。
※ご希望の日時の２日前までに予約をお願いします。
※予約後に担当者より連絡を行い、詳細を調整します。
※業務の都合上、ご希望に添えかねることもございます。
ご了承ください。

②申請に必要な書類等をご案内します。
③訪問日にご自宅等へ職員が訪問し、ご本人確認および顔
写真撮影を行い、申請をサポートします。
④完成したカードをご自宅に郵送（本人限定・簡易書留）、
または職員が配達します。

⃝ご予約・お問い合わせ
右記QRコードまたは
お問い合わせ先へお電
話ください。

⃝申請に必要な書類等
•通知カード（お持ちの方のみ）
•マイナンバーカード（カードの更新を行う方のみ）
•申請者の本人確認書類（表内Aから１点もしくはＢから２点）

▲時間外受付予約
　専用QRコード

【A】顔写真付き本人確認書類 【B】顔写真なし本人確認書類
⃝マイナンバーカード（顔写真付き）
⃝運転免許証
⃝運転経歴証明書（交付年月日が平成
24年４月１日以降のものに限る。）

⃝旅券（パスポート）
⃝身体障害者手帳
⃝精神障害者保健福祉手帳
⃝療育手帳
⃝在留カード（顔写真付き）
⃝特別永住者証明書（顔写真付き）　等

⃝マイナンバーカード（顔写真なし）
⃝資格確認書
⃝こども医療費受給者証
⃝母子健康手帳　⃝年金手帳
⃝年金証書�　⃝介護保険被保険者証
⃝生活保護受給者証
⃝自立支援医療受給者証
⃝各種医療証等　⃝社員証、学生証
⃝在留カード（顔写真なし）
⃝特別永住者証明書（顔写真付き）　等

※本人確認書類が不足している場合、ご希望のお手続きができない可能性があります。
　必ず事前にマイナンバーカード担当（☎ 923-1585）までお問い合わせください。

※システムメンテナンス等のやむを得ない事情により、日
程が変わることがあります。

※予約制です。ご希望の方はお電話又は下記QRコードよ
りお申し込みください。
予約状況によってはご希望に添えない場合がございます。
ご了承ください。

　ご予約・詳しい内容は住民課までお問い合わせください。
※５月の予約は４月１日より開始いたします。
※平日昼間の受付時間は
　９時～11時40分、13時～17時です。

▲北谷町公式
　ホームページ

▲訪問申請予約
　専用QRコード

国民年金
保険料

ご存知ですか？「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
日本国内に住む全ての方は、20歳になった時に国民年金の被保険者となり保険料の納付

が義務付けられていますが、学生で本人の所得が一定額以下の場合、また学生でなくても一
定の条件を満たせば、国民年金保険料の納付が猶予される制度があります。

【学生納付特例制度】
対象となる学生は、大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校、一部の海外大学の

日本分校に在学する方です。（夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれます。）
在学中に20歳を迎えた方は、忘れずに学生納付特例の申請を行ってください。
また、すでに学生納付特例制度により令和７年度の保険料納付を猶予されている方で、令和８年度も引

き続き在学予定の方については、令和８年３月末頃に送付されるハガキ形式の学生納付特例申請書に必要
事項を記入して返送していただくことにより、令和８年度の申請ができます。（この場合、在学証明書また
は学生証の写しの添付は不要です。）
◆手続きに必要なもの：学生証または在学証明書（原本）

【納付猶予制度】
　学生でない50歳未満の方の場合には、本人及び配偶者の所得が一定額
以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予されます。

保険料を未納のままにしておくと、老後に年金を受け取ることができなかったり、病気や不慮の事故な
どにより障害が残った場合に、障害年金を受け取ることができない場合もあります。

納付が困難な場合はご相談ください。
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国民健康保険および後期高齢者医療制度加入者の皆様へ

健診・がん検診のお知らせ

	 ［健診・がん検診に関すること］	保健衛生課 健康係（北谷町保健相談センター）　☎936-4336お問い合わせ	 ［国保加入者(40-74歳)へのお得情報］	 保健衛生課 国民健康保険係　☎936-1234（内線2410）

　　　　　　お問い合わせ　保健衛生課 国民健康保険係　☎936-1234（内線2413、2414）

あん摩マッサージ指圧、はり及びきゅうの助成
　令和８年度あん摩マッサージ指圧、はり及びきゅうの助成を希望する場合は保健衛生課窓口で申し込みく
ださい。
対 象 者：北谷町国民健康保険加入者及び北谷町後期高齢者医療制度加入者

※保険税（料）の滞納がある場合は助成できません。
※年度途中で国民健康保険から社会保険等に切り替わった場合は使用できません。

助成金額：１回の施術につき1，000円（年間12回まで）
※差額分は自己負担です。

助 成 券 有 効 期 間：令和９年３月31日（水）まで
申請に必要なもの：来庁される方の顔写真付きの身分証
　　　　　　　　　（マイナンバーカード・運転免許証）
　　　　　　　　　※同一世帯以外の代理人による申請には
　　　　　　　　　　委任状が必要になります。

令和８年度のけんしんが始まります !
対象者へ受診券を郵送していますので、

大切に保管してください。

[集団けんしんのご案内]
大腸がん検診を希望される方は早期予約がおすすめです!

▲指定施術所
　一覧はこちら

▲けんしんの最新情報や
　集団けんしんのWeb
　予約はこちら

５月の集団けんしん 予約制　

月　日 場　　所 ★早期予約締切日 お申込み・お問い合わせ

５月29日（金） 北谷町保健相談センター ５月１日（金） 北谷町保健相談センター
☎936-4336

※早期に予約された方には、事前に「予約票（Web問診用２次元コード）」「検便検査キット（大腸がん検診希望者）」
等をご自宅へ郵送します。（送付元：中部地区医師会検診センター ☎979-7062）

※けんしん１週間後の集団けんしん会場での検便回収ボックスの設置はありません。 当日提出いただけない場合は、
中部地区医師会検診センターへ提出期限内に直接ご提出ください。

※早期予約締切日以降も予約は可能ですが、「検便検査キット」等の事前送付はございません。
　また、胃がん検診のお申込みは、けんしん日の５日前までとなりますので、ご了承ください。
※個別けんしん（指定病院）でも受診可能です。詳しくは、北谷町保健相談センターまでお問合せいただくか、受診

券と同封の「けんしんガイドブック」をご覧ください。

国保に加入する40～74歳の特定健診
対象のみなさまに、お得なお知らせがあ
るたん! 詳しくは受診券と同封のチラシ
をチェックするたん!
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 １．新料金の適用時期

２．水道料金のモデルケース別影響額（月額・税込）

下水道コラム①

使用水量 ５㎥
（単身世帯）

20㎥
（３〜４人世帯）

30㎥
（６人世帯）

50㎥
（業務用）

現行料金 577円 2，612円 4，042円 7，854円

改定後料金
（増加額）

715円
（138円）

3，316円
（704円）

5，175円
（1，133円）

10，293円
（2，439円）

※世帯人数は目安であり、実際の使用水量によって料金は変動します。

水道料金を改定（値上げ）します
水道事業は皆さまからの水道料金により運営しています。

　水道は日常生活に欠かせない重要なライフラインであり、安定した供給が
不可欠です。

この料金改定は、沖縄県企業局の水道料金の値上への対応や老朽化した水道施設の更新と災
害に備えた水道管等の耐震化を進めることで、将来的に持続可能な水道事業を維持していくこ
とを目的としています。

利用者の皆さまにはご負担をおかけすることになりますが、料金改定へのご理解とご協力を
お願い申し上げます。

◎今回の料金改定では下水道使用料の変更はありません。
料金改定に関する詳しい内容は、北谷町公式ホームページをご確認ください。

令和８年４月１日から料金改定を行います。なお、令和８年３月31日以前から継続して使用し
ている場合は、令和８年５月検針（６月請求分）から新料金を適用します。

お問い合わせ　上下水道課 業務サービス係　☎936-1234（内線6110）

お問い合わせ　上下水道課 下水道係　☎936-1234（内線6140）

詳しくは▶
　こちら　

下水道の仕組み
～町中に張り巡らされた下水道～

毎日、トイレやお風呂などで使った水（汚水）は、ど
こへ流れていくのか知っていますか？

家やお店から排出された水（汚水）は、「公共ます」
から下水道管へ流れていきます。みなさんがよく目にす
るマンホールは、下水道管の点検や清掃をするために設
置されています。あちらこちらで下水道のマンホールを
見かけると思いますが、それだけ町中に下水道管が張り
巡らされているということです。町内のすべての汚水は、
宜野湾市伊佐にある下水処理場に集められ、きれいに処
理されて海に放流されます。

下水道管は地下に埋まっているため、意識することは
少ないですが、私たちの生活に無くてはならないもの
です。



お問い合わせ　ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ（平日9時～17時）　☎936-3492 FAX936-5287
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生涯学習プラザだより

図書館だより

☝申込 ☝申込

ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ 検索
https://www.chatan.jp/smph/kosodate/plaza/index.html

●記載した講座は延期・中止など変更となる場合があります。 ●一時保育預かりは現在行っておりません。
●講座で撮影した写真は、北谷町の広報活動（広報誌やホームページへの掲載）などメディアに使用いたします。

講座のチラシは募集前の週を目途にホームページに公開、北谷
町役場１F、ニライセンター1F入口、各公民館に設置します。チラシの案内①生涯学習プラザ（ニライセンター）１F窓口　②FAXでお申込のうえ送信確

認の要電話　③二次元コード（要メールアドレス）　窓口は開館中受付可能（職
員不在時は、警備員に預け可能）。ただし、電話での申込受付はしていません。

申込
方法

次号のお知らせ

お問い合わせ　町立図書館　☎936-3542

　町立図書館利用カードの有効期限は３月31日までとなっています。４月以降、貸出をするにはデータの更新手続きが必要です。
更新手続きには、以下のものが必要です。
⃝町内在住の方……現住所記載の身分証
※住居表示の実施で住所が変わった方は新住所が確認できる書類の提示をお願いします。
⃝町内在勤の方……現住所記載の身分証、記入済の利用申込書（会社印押印済のもの）
※基地内在勤の方はエルモ発行の様式での在職証明書と現住所記載の身分証をご提示ください。
⃝町内在学の方……現住所記載の身分証、学生証
※団体利用の場合も、再申請が必要です。※返却期限を過ぎている資料がある場合、返却するまで更新手続きはできません。
※転出、転勤、卒業等で利用対象に該当しなくなった方は利用カードをお返しください。詳しくはホームページをご覧ください。

図
書
館
利
用
カ
ー
ド

更
新
の
お
願
い

《一般向け》
・『明治・大正のロゴ図鑑』友利 昴／著
・『47都道府県だけじゃない日本の分け方』成美堂出版編集部／編
・『自炊の風景』山口 祐加／著
・『最後の皇帝と謎解きを』犬丸 幸平／著

《中高校生向け》
・『13歳からの家族の研究』白井 千晶／著
・『読み書きのない世界』山下 宗久／著

《児童向け》
・『ミラーさんちのころころころがるおひっこし』

デイヴ・エガーズ／文　ジュリア・サルダ／絵
・『わかったさんのマシュマロ』永井 郁子／作絵 寺村 輝夫／原案
・『裁判所に行ってみよう!』 国土社編集部／編集

《郷土関係》
・『やんばるの森の12のおはなし』おおしろ あいか／作・絵
・『沖縄最後の追い込み漁 宮古島狩俣集落・友利組』大浦 佳代／著

☆
新
刊
案
内

◎ブックスタート
日時：４月22日（水） 10時～14時
対象：生後４カ月（令和７年12月１日～31日生まれ）の乳

児とその保護者
場所：北谷町立図書館 会議室
◎おはなし会　毎月第１・２・３土曜日
場所：図書館おはなしのへや
時間：11時～（20分程度）
・４月４日（土）ボランティアによるおはなし会
・４月11日（土）ボランティア「ナルカ」によるおはなし会
・４月18日（土）としょかん職員によるおはなし会

☆
定
例
行
事

☆４月の休館日
　・毎週月曜日
　・23日（木） 資料整理日　・29日（水） 昭和の日

◆第68回 こどもの読書週間「ことばがきみのはねになる」
４月23日は「こども読書の日」として法律により定められており、この日から５月12日までの期間は「こどもの読書週間」となって

います。これは国民の間に広くこどもの読書についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるた
めに設けられたものです。
◆町立図書館企画展	 テーマ：「タイムカプセル昭和100年」	 展示期間：４月25日（土）～５月17日（日）
◆こどもの読書週間企画講座「プラキャップでカラフルしおり作り」
日時：５月16日（土） 14時～15時30分	 場所：北谷町立図書館　会議室
対象：町内在住・在学の小学生10名（低学年は保護者同伴）	 申込開始：４月25日（土）　※参加費無料

琉球菓子をつくろう! 花ぼうる＆ちんびんづくり 陶芸・ろくろでつくるそばマカイ講座（７回）
　沖縄に伝わる伝統菓子づくりにチャレン
ジ。琉球菓子とお茶を提供する古民家カフェ
koti（こち）のスタッフを講師に迎え、花ぼう
るの焼き菓子のカッティングにチャレンジ。
フライパンで自宅でもできるちんびんも作っ
ていただきます。
＊細かなカッティング作業があるため必要な方
は眼鏡・老眼鏡など持参。＊小麦粉アレルギー
などがある方はご自身の判断で申込ください。

講　師：koti（琉球菓子とお茶）
日　時：４月29日(水・祝）
　　　　10時30分～13時30分（受付10時15分）
場　所：ちゃたんニライセンター　地下　調理室
人　数：12名（抽選）
対　象：北谷町民・在勤者／一般成人
持ち物：エプロン、お手拭き
材料費：1,500円
申込期間：４月９日（木）～16日（木）
申込方法：①窓口　②FAX(936-5287)　③二次元コード
結果案内：４月21日（火）
材料費支払：４月27日（月）
（平日９時〜５時内、現金のみ、釣銭がないようにご準備ください）

ろくろ経験者を対象に、そばマカイを作りませんか?
湯呑み、マグカップ、平皿やたたらなども作れます。（作りたい
作品をイメージください）
自分で制作したマカイで別日に沖縄そば打ち体験を予定していま
す。そば打ちは夏ごろ予定）
講　師：與那覇政雄氏、伊波興治氏（町内在住）
日　時：５月27日（水）～６月24日（水）全７回
　　　　19時～21時（受付：18時45分） ※③のみ15時～18時

①５月27日（水）	 ②５月28日（木）	 ③５月30日（土）
④６月 ３ 日（水 ）	 ⑤６月10日（水）	 ⑥６月17日（水）
⑦６月24日（水）

場　所：ちゃたんニライセンター　地下 工芸室
対　象：町内在住・在勤者／一般成人
定　員：各10名（超えたら抽選）
材料費：2，000円（土代４キロ）
持ち物：エプロン、手拭きタオル、汚れても良い服装
申込期間：４月28日（火）～５月８日（金）
抽選結果：５月14日（木）までに全員へ
　　　　　電話・メール連絡
材料費支払い：５月20日（水）までにつり銭がないように持参。
（現金・平日９～17時のみ）

◆男性料理講座①６月20日（土）  ②６月27日（土） 昼



お問い合わせ　保健衛生課 国民健康保険係　☎ 936-1234（内線2410）
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■会社の健康保険に加入された方へ
 

北谷町国民健康保険の資格喪失の手続きをオ
ンライン申請できるようになりました。

右記の二次元コードを読み取
り、お手続きください。

お問い合わせ　保健衛生課 国民健康保険係　☎936-1234（内2412）

国民健康保険に加入しているみなさまへ
受診の際には「マイナ保険証」か「資格確認書」をご利用ください。

健康保険の仕組み
日本では国民皆保険制度が導入されています。全ての人が健康保険

に加入し、保険料（税）を負担する一方、かかった医療費の１～３割の
負担で医療を受けることができます。

日本では当たり前の制度ですが、諸外国では導入されていない国も多く、医療費が生活を圧迫してしまう
ケースも少なくありません。

窓口で払っているのは医療費の一部。
残りは健康保険から支払われています。

健康保険は
病気やけがに備えて

みんなでお金を出し合い医療費にあてる
助け合いの制度です。

健康保険
から700円

本来の医療費
1,000円

保険資格の提供

国民健康保険とは
健康保険は、被用者保

険（会社員やその家族等
が対象）、後期高齢者医

療制度（75歳以上）、そして国民健康保険に分けられます。
健康保険の中でも国民健康保険は、自営業者や退職された方、

年金受給者など、ほかの健康保険に加入していない全ての方が
対象となり、国民皆保険の最後の砦です。

北谷町では、町民
の約28.8％が国民
健康保険に加入し
ています。

生活保護

後期
高齢者

被用者保険
（職場の健康保険）国民健康保険

加入者 8389人
　28.8％ ・健康保険組合

・協会けんぽ
・共済組合
　　　　等

令和7年3月末時点（北谷町）

健康保険病院

健康保険の仕組み

健診や過去に処方された薬などの情報が
医師や薬剤師に共有されるので、データに
基づく医療が受けられます。

お持ちの資格確認書の有効期限は７月31日です。
※70歳・75歳に到達する方や在留期限到達する方

などは有効期限が異なります。

マイナ保険証（保険証利用登録がされたマイナンバーカード）

資格確認書

■修学中の被保険者に適用される特例（マル学）を
　ご存じですか？

マル学とは、大学や専門学校などへの進学のため町外に転出
するときに、手続きを行うことで引き続き北谷町の国民健康保
険に加入することができる特例です。国保税についても、転出
前に所属していた世帯の世帯主にこれまでどおり課税されま
す。手続き方法など、詳しくは担当までお問い合わせください。
　現在、マル学証お持ちの方で、卒業など学生ではなくなった
方も手続きが必要です。

マイナ保険証の
メリット等について

今お持ちの
資格確認書は

捨てないでたん!!



お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2413・2414）
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▲Web申込は
　こちら

令和８年度 北谷町人間ドック・脳ドック費用助成令和８年度 北谷町人間ドック・脳ドック費用助成
※特定健診・長寿健診（集団けんしん・個別けんしん）を受診する場合はドック助成を受けられません。

ドック受診承認書は特定健診・長寿健診受診券と同封して、毎年４月上旬頃にご自宅へ送付されます。
【対象者】　40歳以上の国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者
【助成額】　15，000円　※特定健診・長寿健診受診券（8，000円相当）も併せてご利用ください。
※自己負担額は、検査料金からドック助成額（15，000円）と特定健診・長寿健診受診券（8，000円相当）

を差し引いた額となります。
※令和８年4月1日以降に国民健康保険に加入した場合は、申請が必要となります。

国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者の方

【対象者】　40歳以上の北谷町民（社会保険加入者・生活保護受給者）
　　　　　※加入している保険から人間ドック又は脳ドックの助成がある場合は対象外となります。

【定　員】　30名（応募多数の場合、抽選となります。）
【助成額】　15，000円（助成回数は、１人１回まで）
　　　　　※社会保険加入者の健診受診券の併用の可否については、加入している健康保険へ

ご確認ください。
【申込方法】　Webまたは電話にて受付
【受付日時】　５月13日（水）～５月15日（金）

※Web申込は24時間受付可能
※電話申込は９時〜16時（12時〜13時を除く）

社会保険加入者及び生活保護受給者のドック費用助成申込

【受診可能期間】　令和８年４月１日（水）〜令和９年３月31日（水）
【指定検査医療機関・ドック検査料金】	 検査の予約及びオプション等の確認は指定検査医療機関へ直接お申

込みください。

受診可能期間・指定検査医療機関

※注意事項
⃝上記の医療機関以外で受診する場合はドック助成の対象外となります。
⃝検査の予約及びオプション等の確認は指定検査医療機関へ直接お問い合わせください。
⃝人間ドック又は脳ドックのどちらか1つを選択して受診することができます。
⃝年度途中で国民健康保険から社会保険等に切り替わった場合は使用できません。

【受診方法】　①指定検査医療機関に人間ドック又は脳ドックの予約をします。予約の際に国民健康保険の
ドック助成で受診することをお伝えください。

②人間ドック又は脳ドックの受診当日は、予約した医療機関に「ドック受診承認書」、「特定健
診・長寿健診受診券」、「マイナ保険証又は資格確認証」をご提示ください。

医療機関名 人間ドック
検査料金

脳ドック
検査料金 医療機関名 人間ドック

検査料金
脳ドック
検査料金

中部地区医師会検診センター
（北谷町宮城）☎936-8290 39，600円 実施なし 翔南病院（沖縄市山内）

☎930-3020 30，030円 実施なし

中頭総合ちばなクリニック
（沖縄市知花）☎939-5477 38，500円 35，970円 浦添総合病院健診センター

（浦添市伊祖）��☎0570-010-986 40，560円 34，080円

中部徳洲会病院（北中城村）
☎0570-001-789 35，200円 34，100円 中部協同病院（沖縄市美里）

☎938-8828 30，000円 実施なし

読谷紅いもクリニック
（読谷村上地）☎958-7255 実施なし 39，600円 アスボメディカルクリニック

（金武町金武）☎968-4664 33，000円 32，450円

潮平病院（沖縄市）
☎937-2054 30，731円 実施なし
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お問い合わせ　福祉課 障害福祉係　☎936-1234（内線2125）

障害児福祉手当・特別障害者手当制度について
県では、精神または身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要とする方の負担を軽減するため、

在宅の重度障害児（者）に対して、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給しています。

支
給
対
象
者

障害児福祉手当

精神又は身体に重度の障害があるため、日常生活において常時の介護を
必要とする20歳未満の在宅の重度障害児で、福祉事務所長の認定を受け
た方
　なお、以下の場合は対象とはなりません。

（1）施設に入所（通所を除く）している場合
（2）政令で定める公的年金を受給している場合

特別障害者手当

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時特
別の介護を必要とする20歳以上の在宅の障害者で、福祉事務所長の認定
を受けた方

なお、以下の場合は対象とはなりません。
（1）施設に入所（通所を除く）している場合
（2）病院又は診療所に３ヶ月以上継続入院している場合

支
給
制
限

手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、または同居している配偶者及び扶
養義務者の前年の所得が一定金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

手
当
額

障害児福祉手当 月額　16，560円（令和８年４月現在）

特別障害者手当 月額　30，450円（令和８年４月現在）

支
給

毎年２月、５月、８月、11月の４回に分けて、その前月分までの３ヶ月分を、届け出た金
融機関の口座に振り込みます。

手
続
申
請

認定請求書に、住民票謄本の写し、認定診断書、所得状況届、所得証明書などの必要書類を
添えて、福祉課の窓口へ提出してください。

なお、認定請求書などは福祉課又は中部福祉事務所地域福祉班にあります。
申請に関することなど、ご不明な点は福祉課又は中部福祉事務所までお問い合わせください。

　福祉課　障害福祉係　　　　　　　　☎936-1234（内線2125）
　沖縄県中部福祉事務所地域福祉班　　☎989-6603

備
　
　
考

現在、障害児福祉手当・特別障害者手当・経過的福祉手当受給中の方は令和８年４月分より
手当額が以下のとおり変更となりますので、ご了承ください。

令和８年４月分以降の障害児福祉手当、特別障害者手当、経過的福祉手当の手当額について
は、物価変動率 （＋3．2％） に基づき、以下の通りとなります。

　　　　　　　　障害児福祉手当　16，100円 → 16，560円

　　　　　　　　特別障害者手当　29，590円 → 30，450円

　　　　　　　　経過的福祉手当　16，100円 → 16，560円
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【固定資産税】
・家屋滅失届出
・固定資産現所有者申告書兼相続人代表者指

定届出
【母子保健】
・妊娠の届出
・乳幼児健診

【国民健康保険】
・国民健康保険の資格喪失手続き
・国民健康保険の資格確認書再交付手続き
・修学中の被保険者の特例（マル学）申請

【児童手当】
・受給事由消滅の届出
・未支払の児童手当等の請求
・児童手当等の受給資格及び児童手当の額に

ついての認定請求
・児童手当等に係る寄附の申出
・受給資格者の申出による学校給食費等の徴

収等の申出
・児童手当に係る寄附変更等の申出
・氏名変更／住所変更等の届出
・受給資格者の申出による学校給食費等の徴

収等の変更等の申出
・児童手当等の額の改定の請求及び届出
・児童手当等の現況届

【児童扶養手当】
・児童扶養手当の現況届の事前送信

【保育】
・給付認定申請（現況届）・保育所等利用申込

【介護】
・要介護・要支援認定の申請
・要介護・要支援更新認定の申請
・要介護・要支援状態区分変更認定の申請
・居住（介護予防）サービス計画作成（変更）依

頼の届出
・介護保険負担割合証の再交付申請
・被保険者証の再交付申請
・高額介護（予防）サービス費の支給申請
・介護保険負担限度額認定申請
・居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給

申請
・居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
・住所移転後の要介護・要支援認定申請
・介護用品給付申請書

【被災者支援】
・罹災証明書の発行申請

【町営住宅】
・町営住宅各種手続き

【転入転出】
・引越しワンストップサービス

【選挙】
・名簿登録地以外の市区町村の選挙管理委員

会における不在者投票等の投票用紙等の請
求

・投票立会人登録申請

電
子
申
請
を
行
え
る
手
続

北谷町では、以下の手続を電子申請で行うことができるようになりました。
電子申請を利用することで、役場に行かなくても24時間どこでも手続を行うことができます。なお、

電子申請にはスマートフォンやパソコン等が必要となり、手続によってはマイナンバーカードも必要
になります。詳しくは北谷町公式ホームページをご確認ください。

※これまでどおり書面で手続することも可能ですので、希望する方法でお手続ください。

電子申請が利用できます電子申請が利用できます !!

その他実施可能な手続きを随
時北谷町公式ホームページに掲
載します。

右記のQRコードを読み込む
ことで、北谷町公式ホームペー
ジの電子申請のページにアクセ
スできます。

☝詳しくは
こちら
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町
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ
・
募
集

で
す
。

※
詳
し
く
は
北
谷
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
家
庭

課　
こ
ど
も
園
係

　
☎
９
３
６

−

１
２
３
４（
内
線
２
３
２
０
）

□
北
谷
町
教
育
委
員
会

　
県
外
派
遣
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

●
補
助
対
象　
学
校
教
育
活
動
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
系
分
野
に
お
い
て
、
沖
縄
県
内
で
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
、
県
外
大
会
等
へ
派
遣
さ
れ
る
北
谷

町
民
及
び
北
谷
町
立
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
。

※
派
遣
決
定
後
、
申
請
期
限
が
あ
る
た
め
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
北
谷
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課　

社
会
体
育
係

　
☎
９
３
６

−

１
２
３
４（
内
線
５
３
２
１
）

□
北
谷
町
上
下
水
道
庁
舎
に
お
け
る
電
話
の
通
話
録

音
の
開
始
に
つ
い
て

上
下
水
道
庁
舎
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
及
び
職
員
の
接
遇
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
業
務
の
公
正
か
つ
適
正
な
執
行
を
確
保
し
、

犯
罪
の
防
止
及
び
職
員
へ
の
不
当
な
圧
力
の
排
除

を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
通
話
録
音
を
開
始
し

ま
す
。

●
運
用
開
始
日　
４
月
１
日（
水
曜
日
）

●
通
話
録
音
に
つ
い
て

•
上
下
水
道
課
に
電
話
を
お
か
け
い
た
だ
く
と
、

録
音
を
お
知
ら
せ
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、

そ
の
後
電
話
が
つ
な
が
り
、
録
音
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
上
下
水
道
課
か
ら
の
発
信
の
際

は
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
流
れ
ず
録
音
が
開
始
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

•
通
話
録
音
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は「
北
谷
町
上
下

水
道
庁
舎
に
お
け
る
通
話
録
音
装
置
の
設
置
及

び
管
理
運
用
に
関
す
る
要
綱
」に
基
づ
き
、
適

正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課

　
☎
９
３
６

−

３
９
２
３

□
４
月
は
固
定
資
産
税
の
納
期（
第
一
期
）で
す

●
納
期
限　
４
月
30
日（
木
）

※
納
付
書
は
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
納
税
係

　
☎
９
３
６

−

１
２
３
４

　
（
内
線
１
６
３
１
、
１
６
３
２
）

□
北
谷
町
宿
泊
税
に
関
す
る
事
業
者
説
明
会
の

　
開
催
に
つ
い
て

本
町
で
は
、
観
光
客
の
受
入
環
境
の
充
実
、
観

光
資
源
の
保
全
、
魅
力
の
更
な
る
向
上
を
図
る
た

め
、令
和
９
年
２
月
１
日
よ
り
「
北
谷
町
宿
泊
税
」

を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
事
務
手
続
き
等

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
４
月
８
日（
水
）、
４
月
10
日（
金
）、

　
４
月
16
日（
木
）、
４
月
17
日（
金
）

　
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　
北
谷
町
商
工
業
研
修
等
施
設 

●
対
象
者　
北
谷
町
内
に
所
在
す
る
宿
泊
施
設
の
経

営
者
及
び
そ
の
関
係
者

●
申
込
期
限　
４
月
２
日（
木
）

　

ま
た
は
定
員
に
達
し
次
第
受

付
終
了

●
申
込
方
法　

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　

納
税
係

　
☎
９
３
６

−

１
２
３
４

　
（
内
線
１
６
３
０
）

□「
伊
東
昭
義  

海
中
フ
ォ
ト
ア
ー
ト
展
」開
催
の

　
お
知
ら
せ

北
谷
町
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
、
海
中
写
真

30
数
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　
４
月
１
日（
水
）～
５
月
31
日（
日
）

●
会
場　
北
谷
町
立
博
物
館

●
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

●
休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日
、
毎
月
第
４
木
曜
日

●
入
場
料　
無
料

□
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
令
和
８
年
度
の
受
講
生
・
劇
団
員
の
募
集

北
谷
町
自
主
文
化
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的
に
次
の

事
業
を
予
定
し
、
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
小
中
学

校
在
籍
者
を
対
象
に
、
受
講
生
・
劇
団
員
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

【
北
谷
町
少
年
少
女
三
線
教
室
】

【
北
谷
町
子
ど
も
劇
団 

─
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
─
】

●
対
象　
小
学
校
３
年
生
～
中
学
校
３
年
生

【
北
谷
町
子
ど
も
組
踊
教
室
】

●
対
象　
小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年
生

●
募
集
期
間　
４
月
６
日（
月
）～
４
月
24
日（
金
）

※
詳
細
は
、
町
内
公
立
小
中
学
校（
対
象
学
年
）お

よ
び
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る

募
集
要
領
を
ご
確
認
の
上
、「
申
込
書
兼
保
護

者
同
意
書
」を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー　
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

☎
９
３
６

−

３
４
９
２

□
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

献
血
は
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
日
時　
４
月
２
日（
木
）

　
⃝
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
⃝
13
時
～
16
時

●
場
所　
北
谷
町
役
場 

正
面
玄
関
前

●
お
問
い
合
わ
せ　
沖
縄
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
献
血
推
進
課

　
☎
８
３
４

−

３
２
０
１

□
沖
縄
ト
ー
ト
ー
メ
ー
供
養
の
相
談
会

今
年
は
ユ
ン
ジ
チ
の
年
回
り
！
～
知
っ
ト
ク
!?

お
墓
、
仏
壇
の
こ
と
～

終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
持
つ
専
門
家
に

よ
る
、
お
墓
な
ど
に
関
す
る
無
料
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
４
月
９
日（
木
）　
10
時
～
13
時

●
場
所　
北
谷
町
役
場
1
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

●
主
催　
（
公
財
）沖
縄
県
メ
モ
リ
ア
ル
整
備
協
会

●
後
援　
北
谷
町

　
※
予
約
不
要

●
お
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）沖
縄
県
メ
モ
リ
ア
ル
整

備
協
会　
☎
９
０
１

−

４
７
１
０

□
就
学
援
助
の
新
規
申
請
の
お
知
ら
せ

小
学
校
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
や
修
学

旅
行
費
な
ど
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
援
助
対
象
者

（
１
）生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

（
２
）生
活
保
護
の
廃
止
又
は
停
止
受
け
た
世
帯

（
３
）市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

（
４
）児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

※
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
生
計
維
持
者
が
長
期

療
養
や
失
業
等
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法　
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
及

び
必
要
書
類
を
児
童
生
徒
の
在
学
す
る
学
校
又
は

学
校
教
育
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
及
び
必
要
書
類
等
は
、
学
校
の
事
務
室

又
は
学
校
教
育
課
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
２
月
の
入
学
前
申
請
及
び
継
続
申
請
に
て
認
定

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
不
要
で
す
。

●
申
請
期
間　
４
月
１
日（
水
）～
５
月
29
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課　
指
導
係

　
☎
９
３
６

−

１
２
３
４（
内
線
５
２
２
１
）

□
令
和
８
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
月
一
定
時

間
ま
で
の
利
用
可
能
枠
の
中
で
、
就
労
要
件
を
問

わ
ず
時
間
単
位
等
で
柔
軟
に
利
用
で
き
る
新
た
な

通
園
給
付
で
す
。
令
和
8
年
度
か
ら
全
国
す
べ
て

の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
こ
ど
も

•
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

•
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
継
続
的
に

通
っ
て
い
な
い
こ
と

（
認
可
外
保
育
所
通
所
児
童
は
対
象
で
す
が
、

企
業
主
導
型
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
こ
ど
も

は
対
象
外
で
す
。）

●
町
内
実
施
施
設　
町
立
謝
苅
保
育
所

●
利
用
手
続
き
に
つ
い
て

本
制
度
の
利
用
に
は
、
居
住
す
る
市
町
村
へ
の

「
乳
児
等
通
園
支
援
給
付
」
の
認
定
申
請
が
必
要

☝詳しくはこちら☝詳しくはこちら

☝詳しくはこちら ☝申込みはこちら

募　
集

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

関
係
機
関
か
ら
の

お
知
ら
せ
・
募
集



ニライ消防本部
救急出場・災害発生件数
●救急出場件数（令和８年２月）

町村名
種別 北谷 嘉手納 読谷

火災 0 0 0
自然災害 0 0 0
水難 0 0 0
交通 15 1 8
労災 0 0 0

運動競技 1 0 1
一般負傷 24 11 17
加害 0 0 0

自損行為 0 0 1
急病 84 29 111
転院 6 1 8
その他 0 0 0
不搬送 37 17 36
月計 166 59 182

令和７年度
累計 1894 769 2338

※救急種別の説明（曖昧なもの）
労　　災…工事、事業所、工事現場等で就業中に

発生した事故。
運動競技…運動競技の実施中に発生した事故。
一般負傷…他に分類されない不慮の事故。転倒、

転落など。
自損行為…故意に自分自身に傷害等を加えた事故。

縊頸、服毒、多量服用など。
転　　院…診療所、クリニックなど病院、医院と

呼ばれるものから依頼のあった救急。
不 搬 送…いたずら、緊急性がない、拒否など病

院搬送に至らなかった出場。

●災害発生件数（令和８年２月）
件数種別 月 計

火災 2
救助 2
風水害 0

※発生件数の報告
出動件数の報告ではなく、発生件数の報告である。
例：火災出動しても機器発報の誤作動であった

場合、実際の火災ではない（非火災）のため、
火災の発生件数には含まない報告とする。

災害（火災・救助・風水害）はすべて発生件数の報
告とする。報告件数は北谷町内のみの件数である。
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先
日
、
息
子
の
百
日
記
念
の
撮
影
に
行
き
ま

し
た
。
午
前
十
時
に
始
め
た
の
で
午
前
中
で
終

わ
る
予
定
で
し
た
が
、
プ
ロ
の
ど
ん
な
技
で
も

一
切
笑
わ
ず
、
途
中
で
ミ
ル
ク
や
お
昼
寝
を
挟

む
長
期
戦
と
な
り
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
マ
ン
は
粘
り
強
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
が
、
結
局
一
度
も
笑
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
無
表
情
も
泣
き
顔
も
い
い
思
い
出
と
い

う
こ
と
で
、
撮
影
を
切
り
上
げ
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
を
出
た
の
は
五
時
間
後
。
息
子
は

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ぐ
っ
す
り
眠
る

彼
を
横
目
に
、
私
の
方
が
お
腹
が
空
い
て
泣
き

出
し
そ
う
で
し
た
。��

（
な
っ
し
ー
）

寄附 ご芳志ありがとうございました�《北谷町社会福祉協議会》
寄附日 氏名又は団体名 寄附額 備 考
２月３日 宮城  治 様 995円 寄附として
２月３日 森山 朝信 様 5,000円 寄附として
２月６日 匿名 様 20,000円 寄附として

２月９日 北谷町自治会長連絡協議会
会長　仲宗根 仁志 様 25,000円

第74回北谷町産業総合展
示会（農産物即売会）の売
上金として

２月12日 匿名 様 10,000円 寄附として
２月12日 沖縄県中部宅地建物取引業者会 様 30,000円 設立40周年記念事業収益

金の一部を寄附として

２月18日 佐久川 ヨシ子 様 50,000円 故　佐久川政德様の香典返
しとして

２月20日 せんだんの会 様 10,000円 寄附として
２月25日 與那覇 米子 様 100,000円 故　與那覇全惠様の香典返

しとして
２月26日 匿名 様 1,000円 寄附として

２月７日、ちゃたんニライセンターにて、令和７年度北谷町教育委員
会表彰式が執り行われました。表彰式では、町の教育、学術、文化、ス
ポーツの振興に貢献した12名と４団体の功績が称えられました。

北谷町教育委員会表彰式北谷町教育委員会表彰式

お問い合わせ　教育総務課　総務係　☎936-1234（内線5110）

北谷町更生保護女性会様より食料品の寄贈がありました。ひとり親世
帯や生活困窮世帯等への食料支援に活用させていただきます。

ご支援ありがとうございました。

食料品寄贈のお礼食料品寄贈のお礼

お問い合わせ　福祉課 地域福祉係　☎936-1234（内線2110）
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町
役
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／
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こ
の
印
刷
物
は
個
人

情
報
保
護
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム（
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
マ
ー
ク
）を
認

証
さ
れ
た
事
業
者
が

印
刷
し
て
い
ま
す
。

令和８年度 北谷町育英会

お問い合わせ　社会教育課 社会教育係　☎936-1234（内線5310）

お問い合わせ　教育総務課　総務係　☎936-1234（内線5110）

詳しくは▶
こちら　

奨学金貸与奨学生募集要項及び奨学金給付奨学生募集要項

　　令和８年度 北谷町ハワイ短期留学派遣生募集

北谷町育英会では、優秀な学生で、経済的な理由により学資の援助を必要とする者に対して、学資
の一部を貸与し、有用な人材を育成することを目的に令和８年度の奨学金貸与奨学生及び奨学金給付
奨学生を次のとおり募集します。

　北谷町教育委員会では、国際性豊かな人材育成を図るため、北谷町に在住
する中学生及び高校生14名程度をアメリカ合衆国ハワイ州へ派遣します。
１　派遣期間（予定）

７月20日（月）〜８月６日（木）の18日間
２　派遣内容

❶オリエンテーション及び事前研修（英会話・琉
球伝統芸能）

❷ハワイ東海インターナショナルカレッジ講師に
よる語学学習や課外研修、ハワイ東海インター
ナショナルカレッジ寮滞在

❸北谷・嘉手納町人会、沖縄県人会の協力による
ホームステイ体験やピクニック交流会

❹事後研修及び報告書作成

３　派遣費用
経費の３割負担（ただし、
個人負担額の上限は10万円）

４　申込書の受付
３月27日（金）～４月24日（金）

（郵送の場合は４月24日必着）
８時30分～17時15分（土日祝日を除く）

５　選考方法
提出書類、作文及び面接（日本語と英語）

６　選考試験の日時及び場所
日時：５月９日（土）　場所：北谷町役場

※応募資格、申込書、推薦書、（準）要保護世帯等の負担額に関しての詳しい内容は、町ホームページにてお
知らせします。

※本事業は、町の令和８年度の当初予算成立及び国の沖縄振興特別推進交付金の交付決定を前提とした内容
となっており、予算成立及び交付決定後に効力を生じる事業です。今後の状況により、内容が変更となる
可能性がありますことをあらかじめご了承ください。

１　貸与事業
■貸与種別及び貸与月額

（1）県内大学生(大学院・短期大学・専門学校・高専生４年生及び５年生を含む）······ 上限30，000円
（2）県外大学生(大学院・短期大学・専門学校・高専生４年生及び５年生を含む）······ 上限50，000円
（3）国外留学生(大学・大学院及び短期大学）··································································· 上限50，000円
■注意事項

審査後に貸与が決定した際には、後日誓約書の提出が必要となります。誓約書は保証人（保証人
は２人とし、保護者及び保護者を除く25歳以上65歳未満の独立した生計を営む返済能力を有する
者とする）が必要です。

２　給付事業
■給付種別及び給付月額

（1）県内大学生（短期大学・専門学校・高専生４年生及び５年生を含む）··················· 月額10，000円
（2）県外大学生（短期大学・専門学校・高専生４年生及び５年生を含む）··················· 月額20，000円
（3）国外留学生（大学・短期大学）···················································································· 月額20，000円

３　受付期間	 ４月１日（水）～４月30日（木）　（土・日及び国民の祝日を除く）
	 時間：８時30分～17時（12時～13時を除く）
	 ※申請書類が全て揃っていなければ受け付けできません。
４　その他

　奨学金貸与事業及び給付事業に関する応募条件、提出書類など
詳細については、右記のホームページをご確認ください。


